


　

今
年
の
桜
の
開
花
時
期
は
、
二
月

の
温
暖
な
気
候
か
ら
早
い
の
で
は
と

の
予
想
で
し
た
が
、
三
月
の
寒
さ
で

例
年
通
り
の
時
期
に
開
花
し
、
そ
の

桜
も
散
り
雨
後
の
新
緑
が
目
に
沁
み

る
季
節
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
当
神

社
が
鎮
座
す
る
古
城
杜
も
四
季
折
々

に
我
々
の
目
を
潤
し
、
若
返
り
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
三
月
二
十
五
日
、
予
想
も
し

な
か
っ
た
真
近
の
能
登
沖
を
震
源
と

す
る
震
度
七
の
大
地
震
が
起
き
ま
し

た
。
幸
い
に
も
高
岡
の
地
は
そ
れ
程

の
被
害
も
無
く
安
堵
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
同
じ
文
化
を
持
つ
能
登
地
方

は
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
自
然
災
害
に
遭
遇
し
た

時
、
今
更
な
が
ら
に
自
然
の
恐
ろ
し

さ
を
感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
先

人
は
、
四
季
の
移
い
に
、
自
然
を
敏

感
に
と
ら
え
、
そ
の
中
に
神
の
存
在

を
意
識
し
な
が
ら
、
自
然
の
恐
ろ
し

さ
、
自
然
の
恵
み
に
畏
敬
の
念
と
感

謝
の
念
を
持
ち
、
自
然
の
中
に
宿
す

八
百
万
の
神
々
を
お
拝
む
心
を
育
て

て
き
た
の
が
日
本
人
の
心
で
あ
り
ま

す
。
殊
に
、
そ
の
日
本
人
の
心
が
感

じ
取
れ
る
が
、
伊
勢
神
宮
の
神
域
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
伊
勢
神
宮
で
は
、
平
成

二
十
五
年
に
二
十
年
ご
と
に
執
り

行
わ
れ
る
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
が

行
わ
れ
ま
す
。
古
式
の
ま
ま
に
次
期

遷
宮
御
敷
地
に
新
し
い
御
社
殿
を
造

り
、
御
装
束
・
神
宝
を
も
新
し
く
調

え
大
御
神
に
新
殿
に
お
遷
り
を
願
う

行
事
で
あ
り
ま
す
。
千
三
百
年
の
永

い
歴
史
と
伝
統
を
有
し
、
日
本
建
築

の
原
型
を
今
に
伝
え
、
日
本
古
来
の

伝
統
・
文
化
・
技
術
の
伝
承
を
可
能

に
す
る
極
め
て
文
化
的
意
義
が
高
い

事
で
も
あ
る
と
共
に
、
新
し
く
な
る

こ
と
で
、
大
御
神
の
よ
り
新
し
い
御

光
を
戴
き
、
日
本
の
国
の
命
を
新
鮮

に
し
、
国
の
若
返
り
、
さ
ら
に
永
遠

を
目
指
し
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

　

中
に
は
二
十
年
ご
と
に
新
し
く
ご

社
殿
を
新
築
す
る
の
が
何
だ
か
勿
体

無
い
と
い
う
疑
問
を
耳
に
し
ま
す
。

　

こ
の
事
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み

ま
す
と
、
第
一
回
の
式
年
遷
宮
は
西

暦
で
申
し
ま
す
と
六
百
九
十
年
で
す

が
、
こ
の
当
時
は
皆
様
ご
存
知
の

世
界
最
古
の
木
造
建
築
の
法
隆
寺
が

す
で
に
造
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
時

の
技
術
か
ら
す
れ
ば
伊
勢
神
宮
も
永

久
的
な
ご
社
殿
を
造
る
こ
と
が
出
来

た
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
あ
え
て
、
法

隆
寺
の
よ
う
な
土
台
石
を
用
い
な
い

で
、
掘
立
柱
に
茅
葺
の
屋
根
と
い
う

素
朴
な
檜
造
り
し
た
事
に
威
儀
が
あ

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

型
あ
る
物
は
何
時
か
朽
果
て
無
く

な
り
ま
す
。
た
だ
、
建
物
の
駆
逐
が

理
由
で
は
な
く
て
、
古
来
か
ら
の

技
術
を
そ
の
ま
ま
に
人
か
ら
人
へ
伝

え
、
二
十
年
ご
と
に
造
り
か
え
る
こ

と
に
よ
り
永
遠
を
め
ざ
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
二
十
年
ご
と
に

生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
発
想
、
こ
れ

は
世
界
の
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
日

本
人
独
特
の
考
え
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
の
人
生
も
産
ま
れ
て
二
十

年
で
成
人
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ

二
十
年
経
て
初
老
と
い
う
節
目
を
迎

え
、
さ
ら
に
二
十
年
を
重
ね
還
暦
と

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
生
に
も
こ

の
二
十
年
毎
に
転
機
が
あ
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

　

二
十
年
ご
と
の
式
年
遷
宮
は
日
本

人
の
人
生
観
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

式
年
遷
宮
は
国
を
上
げ
て
の
最

大
の
お
祭
り
で
あ
り
、
戦
前
ま
で

は
国
の
予
算
の
中
に
組
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
戦
後
、
国
か

ら
の
予
算
が
断
た
れ
、
今
度
の
遷
宮

に
要
す
る
経
費
五
百
五
十
億
円
の
内

二
百
二
十
億
円
を
広
く
国
民
の
皆
様

か
ら
募
財
を
募
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
何
卒
、
式
年
遷
宮
の
趣
旨
に

賛
同
賜
り
、
心
か
ら
の
奉
賛
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ご
挨
拶　
　
　
　
　

射
水
神
社
宮
司　

松

本

正
昭
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日 

時 　

平
成
十
九
年
九
月
十
五
日（
土
）

　
　

  　

午
後
六
時　

開
演
予
定

主 

催 　

観
月
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

  

射
水
神
社
奉
賛
会

場 

所 　

射
水
神
社
境
内（
特
設
舞
台
に
て
）

　
　

  　

※
雨
天
の
場
合
射
水
神
社
参
集
殿

出 

演 　

洋
遊
会
（
雅
楽
）

　
　

  　

都
山
流　

高
琳
会
（
尺
八
）

　
　

  　

富
山
県
神
社
庁
雅
楽
部（
雅
楽
）

　
　

  　

※
そ
れ
ぞ
れ
予
定

　

尚
、
駐
車
場
は
古
城
公
園
内
、
各

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

綿貫会長の挨拶

スライドにて講演する山本先生
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射
水
神
社
で
は
、
本
年
も
例
年
以

上
の
御
参
拝
を
賜
り
、
賑
々
し
く
平

成
十
九
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
本
年
は
昨
年
九
月
に
竣
工
致

し
ま
し
た
拝
殿
の
増
築
に
よ
り
、
例
年

と
は
参
道
順
路
な
ど
に
、
若
干
の
変
化

が
生
じ
ま
し
た
が
、
昨
年
末
か
ら
の
記

録
的
暖
冬
の
影
響
も
あ
り
、
無
事
三
が

日
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
射
水
神
社
初
詣
年
頭
の
風
物

詩
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
、
午
前
０
時

の
合
図
を
兼
ね
た
打
ち
上
げ
花
火
も
夜

空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
、
参
拝
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

四
月
二
十
九
日
の
昭
和
の
日
に
あ
た

り
、
境
内
に
て
植
樹
祭
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
植
樹
い
た
し
ま
し
た
樹
種
は「
高

野
槙
」
ご
承
知
の
如
く
悠
仁
親
王
殿
下

の
お
印
の
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
二

月
の
皇
孫
殿
下
の
ご
生
誕
は
、
国
内
は

も
と
よ
り
、
世
界
最
長
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
我
が
皇
室
の
ご
慶
事
と
あ
っ

て
、
慶
び
と
共
に
大
き
な
関
心
事
と
し

て
世
界
を
駆
け
め
ぐ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
日
本
人
が
皇
室
を
表
現
す
る
時
、
歴

史
や
伝
統
と
い
っ
た
言
葉
以
上
の
重
み

を
考
え
ま
す
。
皇
室
を
語
る
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
我
が
国
を
語
る
こ
と
で
あ
る

か
ら
で
す
。
皆
様
と
共
に
、
皇
孫
殿
下

の
健
や
か
な
る
御
成
長
を
切
に
御
祈
念

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

初　

詣

　

一
月
十
四
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
、

左
義
長
（
射
水
の
火
祭
り
）
は
、
本
年

も
高
岡
市
消
防
本
部
・
地
元
消
防
団
の

ご
協
力
に
よ
り
、
事
故
無
く
、
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
末
よ
り
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
も
関

わ
ら
ず
、
北
陸
地
域
で
は
例
年
に
な
く

降
雪
が
少
な
い
珍
し
い
年
と
な
っ
た
た

め
、
左
義
長
の
開
催
を
危
惧
す
る
声
も

上
が
り
ま
し
た
が
、
左
義
長
の
櫓
に
火

を
点
火
す
る
直
前
に
、
拝
殿
か
ら
本
殿

に
か
け
、
ま
た
境
内
樹
木
な
ど
に
も
十

分
な
放
水
、
ま
た
火
が
残
る
真
夜
中
の

警
備
を
強
化
す
る
な
ど
の
対
応
の
も

と
、
無
事
斎
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 左

義
長

植
樹
祭
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お
米
の
話
②

　

と
こ
ろ
で
自
給
率
で
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
コ
メ
の
国
民
一
人
当
た
り
年
間
消
費

量
は
ど
の
く
ら
い
か
ご
存
じ
で
す
か
。
農
林

水
産
省
の
最
近
の
統
計
に
よ
れ
ば
国
民
一
人

当
た
り
年
間
に
消
費
す
る
コ
メ
の
量
は
60
裴

と
の
こ
と
で
す
。

日
本
人
に
と
っ
て
「
米
こ
そ
が
力
の
源
」
と

し
て
常
に
主
食
で
あ
り
続
け
る
コ
メ
の
消
費

は
昭
和
50
年
代
に
は
年
間
１
０
０
裴
を
超
え

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
消
費
減
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
今
日
の
よ
う
な
消
費
量
と
な
り

ま
し
た
。
年
間
60
裴
と
い
え
ば
、
一
人
当
た

り
１
６
０
裴
（
約
一
合
）
し
か
食
べ
な
い
こ

と
に
な
り
、
そ
の
値
段
は
と
び
っ
き
り
美
味

し
い
富
山
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
も
わ
ず
か
65

円
位
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
食
生
活
が
疎
か
に
な
り
、
パ

ン
食
や
加
工
食
品
、
肉
類
の
消
費
拡
大
が
知

ら
ず
知
ら
ず
に
コ
メ
の
消
費
減
を
招
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
食
育
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
「
地
産
地

消
」
の
推
進
を
含
め
た
幅
広
い
取
り
組
み
が

盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
の
食
文

化
の
基
本
は
ご
は
ん
と
一
汁
三
菜
で
あ
り
ま

す
。
健
康
と
生
命
を
育
む
た
め
多
く
の
情
報

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
日
本
型
食
生
活
に
回
帰
す

る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

食
糧
自
給
率
の
向
上
に
は
農
家
・
生
産
者

の
努
力
は
勿
論
、
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
消

費
者
の
食
に
対
す
る
意
識
改
革
と
国
民
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
胃
袋
は
自
国
の
食
料
で
賄

う
と
い
う
合
意
形
式
が
最
も
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

越
中
の
食
彩

穴
田 

甚
朗

高
岡
市
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

写真　神社新報社

伊勢神宮の神田

金
品
を
お
供
え
す
る
と
き
の

表
書
き
の
書
き
方
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

神社新報社刊『神道いろは』より

　

御
神
前
に
金
銭
や
食
物
、
お
酒
な

ど
を
お
供
え
す
る
際
に
記
す
表
書
き

に
は
幾
つ
か
の
書
き
方
が
あ
り
、「
御

神
前
」「
御
供
」「
玉
串
料
」「
御
榊
料
」「
初

穂
料
」
等
の
書
き
方
が
一
般
的
で
す
。

「
御
神
前
」「
御
供
」
と
い
う
表
書
き
は

説
明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
玉

串
料
」「
御
榊
料
」
と
は
玉
串
や
榊
の

代
わ
り
に
、
ま
た
「
初
穂
料
」
と
は
そ

の
年
に
初
め
て
収
穫
さ
れ
た
お
米
の
代

わ
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
供
え
す
る
料
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
「
上
」
や
「
奉
献
」「
奉

納
」
と
書
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
上
」
は
よ
く
神
様
や
目
上
の
方
に
対

す
る
御
礼
の
際
の
表
書
き
に
用
い
ら
れ

る
語
で
す
。

　
「
上
」
は
お
神
札
（
ふ
だ
）・
お
守
り

な
ど
の
授
与
品
や
撤
下
神
饌
を
入
れ

る
袋
の
表
書
き
に
も
用
い
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
場
合
、
撤
下
品
は
神
前
に
お

供
え
す
る
際
、「
上
」
と
記
す
の
で
あ
っ

て
「
上
」
と
は
あ
く
ま
で
も
お
供
え
を

す
る
神
様
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
語
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
お
神

札
や
お
守
り
が
御
神
霊
の
御
加
護
を
戴

く
尊
貴
な
も
の
な
の
で
丁
寧
さ
を
表
現

す
る
た
め
に
「
上
」
を
表
書
き
に
し
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
神
式
の
葬
儀
の
お
供
え
に

関
し
て
は
「
御
霊
前
」
や
「
玉
串
料
」「
御

榊
料
」
と
い
っ
た
表
書
き
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
市
販
の
不
祝
儀
袋
に
は「
御
霊
前
」

と
あ
っ
て
も
、
蓮
の
文
様
が
つ
い
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
仏
式

用
の
も
の
な
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

表
書
き
に
は
、
神
事
に
用
い
ら
れ
る

以
外
に
も
冠
婚
葬
祭
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
書
き
方
が
あ
り
、
自
ら
の
気
持
ち

を
伝
え
る
意
味
で
も
大
切
な
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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発
行
所　

〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L　
（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X　
（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所　

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

⑧
射
水
神
社
と
摂
末
社

　
「
社
伝
ニ
行
基
カ
本
社
勘
請
ノ
節
ハ
百
弐

拾
末
社
ト
ア
レ
ド
モ
詳
ナ
ラ
ザ
ル
説
ナ
リ
。

在
来
ノ
末
社
ハ
四
社
ナ
リ
。」

（
射
水
神
社
史
抜
粋
の
一
節
）

末
社
四
社
と
は
戦
国
の
兵
乱
に
遭
い
消
失

し
た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
四
年
国
幣
中
社
に
列
格
せ
ら
れ
た

後
、
在
来
の
末
社
四
社
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
内
務
省
よ
り
の
通
達
の
原
文
に
依

れ
ば
、

　
　

明
治
十
年
三
月
二
十
一
日
内
務
省
達

　

其
社
摂
社
別
紙
之
通
相
定
候
條
此
旨
相　

達
候
事

　
　
　
　
　
　
　

内
務
卿 

大
久
保
利
通
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
務
少
輔 

前
島
蜜　

印

〔
別
紙
〕
越
中
國
射
水
神
社
摂
社

　
　
　
　
　
　
日

吉

社

　
　
　
　
　
　
悪
王
子
社

　
　
　
　
　
　
院

内

社　
　

以
上
三
社

　

右
達
ニ
洩
レ
タ
ル
諏
訪
社
ヲ
末
社
ト
セ
シ
ナ
リ

摂
末
社
に
つ
い
て
内
務
省
通
達
を
補
足
要

約
す
る
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

日
吉
社　

摂
社

　
【
祭
神
】　
大
山
咋
命　
　

　
【
社
地
】　
二
上
山
第
一
ノ
峰
、
二
上
谷
内
鎮
座

　
　
（
俗
称 

奥
の
御
前
）

　
【
由
緒
】　
由
緒
勧
請
年
月
不
詳
。
従
来
射
水
神

　
　
社
の
末
社
と
称
し
た
が
、
明
治
十
年
摂
社
に

　
　
決
定
。

　
【
祭
日
】　
四
月
十
八
日
、九
月
二
十
二
日

悪
王
子
社　

摂
社

　
【
社
地
】　
二
上
山
第
二
ノ
峰
、
二
上
谷
内
鎮
座

　
　
（
俗
称 

前
の
御
前
）

　
【
祭
神
】　
不
詳
と
あ
る
が
、
地
主
の
神
で
あ
る
。

　
【
由
緒
】　
由
緒
勧
請
年
月
不
詳
。
従
来
射
水
神

　
　
社
の
末
社
と
称
し
た
が
、
明
治
十
年
摂
社
に

　
　
決
定
。

　
【
祭
日
】　
五
月
十
三
日
、
七
月
十
日

院
内
社　

摂
社

　
【
社
地
】　
二
上
山
前
面
北
ノ
峰
、
二
上
院
内
鎮

　
　
座
（
現
在
の
山
園
町
）

　
【
祭
神
】　
菊
理
媛
命

　
【
由
緒
】　
由
緒
勧
請
年
月
不
詳
。
従
来
射
水
神

　
　
社
の
末
社
と
称
し
た
が
、
明
治
十
年
摂
社
に

　
　
決
定
。

　
【
祭
日
】　
五
月
三
日
、
十
月
三
日

諏
訪
社　

末
社

　
【
社
地
】　
二
上
山
前
面
西
ノ
麓
、
二
上
友
田
鎮

　
　
座
（
現
在
の
上
二
上
地
内
）

　
【
祭
神
】　
建
御
名
方
命

　
【
由
緒
】　
由
緒
勧
請
年
月
不
詳
。
従
来
射
水
神

　
　
社
の
末
社
で
あ
り
、
明
治
十
年
の
内
務
省
達

　
　
に
通
知
洩
れ
で
あ
っ
た
た
め
、
後
に
末
社
と

　
　
定
め
ら
れ
た
。

　
【
祭
日
】　
八
月
二
十
七
日

　

こ
の
中
で
、
悪
王
子
社
の
祭
神
が
内
務

省
達
で
は
不
詳
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
地

主
の
神
で
あ
る
こ
と
が
識
者
諸
賢
の
研
究

意
見
で
あ
る
。
御
祭
神
で
あ
る
「
二
上
神
」

の
神
格
を
探
究
す
る
に
は
、
地
主
神
「
悪

王
子
社
」
の
創
建
に
遡
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
神
仏
混
淆
時
代
、

射
水
神
社
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
二
上
山
養

老
寺
に
保
存
さ
れ
た
社
伝
に
た
い
へ
ん
興

味
深
く
記
さ
れ
て
い
る
。
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うつくしの杜 夏フェスタ
プチブライダルフェア

うつくしの杜、結婚式場

〒933-0044 高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）

(0766)22－0808お 問 合 せ

̶うつくしの杜ブライダルフェアのご案内̶

平
成19 年７月８日（日）

・模擬挙式・結びのセレモニー・ビデオレター
・試食会
・会場コーディネイト展示・料理・引出物展示
・和装・洋装衣裳展示
・相談会

10：00～ 18：00

婚礼相談会
平
成19 年７月１日（日）・７日（土）
14日（土）・15日（日）・16日（月・祝）
21日（土）・22日（日）

・相談会・結婚式場、披露宴会場見学
・婚礼ビデオ上映

U R L http://www.imizujinjya.or.jp

j in jya-k@mbs.sphere.ne. jpEメール

ブーケプルズで幸せのおすそわけ　　平成18年3月挙式

うつくしの杜ブライダルフェアのご案内

参

集

殿

通

信

悠久の歴史にいだかれ

永
とこしえ

久の愛をお誓いいただきます。
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